
令和７年度 第１回甲賀市下水道審議会 概要報告 
 

 

１．開催日時  令和７年７月１１日（金） 午後２時００分から午後４時００分まで 

 

２．開催場所  甲賀市役所 ５階 第１・２委員会室 

 

３．議事     下水道事業の概要について 

令和６年度甲賀市下水道事業会計決算について 

         令和６年度一般会計（浄化槽関係等）決算について 

         下水道使用料改定について 

 

４．その他  

       

５．公開又は非公開の別  公開 

 

６．出席者 

委 員     的場委員、金森委員、藤田委員、藤本委員、波多野委員、青木委員、 

市井委員、奥山委員 

                以上 ８名 

 

   市長（途中退席） 

 

   事務局     上下水道部 西田部長、山中次長 

             下水道課 井上課長、門坂課長補佐、中川係長、本田係長、田村係長 

             上下水道総務課 谷口次長兼課長、山本課長補佐、武村係長、三澤係長 

 

７．傍聴者数   ０人 

 

８．会議資料   別紙のとおり 

 

９．議事の概要  

 

○出席委員数の報告 

   出席委員は、１０名中８名で、委員の過半数の出席であることから、甲賀市下水道審議会規則 

第４条第２項の規定により、会議が成立していることを事務局から報告 

 

〇委嘱状の交付 

 

〇会長、副会長選出   

   甲賀市下水道事業審議会規則第３条第１項の規定に従い、審議委員の互選により、審議会の 

会長、副会長を選出 

 

 



〇会議内容の公開又は非公開について 

会長 本日の、会議内容の公開、非公開についてでありますが、当審議会は市の附属

機関にあたりますので、公開が原則であります。 

本日の資料には個人情報等非公開にしなければならない内容は含まれていま

せんので、全て公開とし、議事録での発言者は個人名ではなく、委員として公開さ

せていただきます。 

 

（全員異議なし） 

 

 

〇議事、報告事項 

事務局 

 

（質疑） 

―― 下水道事業の概要について  

      資料に基づき説明 

 

委員 

 

資料４ページの「水洗化状況」のグラフについて、なぜ水洗化率が上がっていく

なかで令和４年度が下がっているのか、その理由を教えてほしい。 

 

事務局 

 

水洗化人口を整備済み人口で割って算出していますが、人口減少によって、そ

のエリア内での分母と分子の関係が逆転してしまう現象が起こったため数値が下が

っています。 

 

委員 雨水管渠の説明がなかったが、特に、先日の７月３日の大雨の際に、水口の市

街地はどのような状況であったか、また中央雨水をしたことで、どのように改善され

たのか教えてほしい。 

 

事務局 現在は近江鉄道沿いの水口神社付近まで整備が進んでいます。 

 特に、以前からネックとなっていた水口神社の北側の踏切部分の断面を解消した

ことでかなり改善されています。 

 下水道事業の目的として、雨水対策も重要な取り組みであり、道路陥没事故に関

連する雨水管の点検なども下水道予算で行っています。 

 甲南駅周辺の雨水整備も進行中で、今年度中には甲南駅前のロータリーまで到

達する見込みです。 

 

委員 繰入金について、基準外繰入金は、経費回収率を出す上で使用料に含まれて

いるか。 

 

事務局 経費回収率には営業収益の使用料収入と営業支出が含まれるため、営業外収

入である繰入金は算定に含まれていません。 

  一方、経常収支比率には繰入金も算定に含まれています。 

 

事務局 ―― 令和６年度下水道事業会計決算について 



 

（質疑） 

      資料に基づき説明 

 

委員 １点目は信楽地区の受益者負担金について、６月末の支払い通知がぎりぎり

で、金額も大きいため、もう少し早めの通知を希望する。 

２点目は下水道工事が行われている細い道で、通行止めの場合に迂回路の案

内や、観光客への声かけが不十分であるため、改善を求める。 

 

事務局 １点目について、４月末に面積のお知らせを、６月中旬に納付書と決定通知を送

付しています。システム処理上、現状ではこれが最短となりますが、事前に問い合

わせをいただければ、説明や相談もさせていただきます。 

可能な限り早くお知らせできるよう努めます。 

２点目について、ご迷惑をおかけしており申し訳ありません。沿線の店舗とは事

前に調整を行い、迂回路なども伝えていますが、観光客にとって慣れない道での

迂回は不便であることは認識しています。工事現場のガードマンには、誘導や案

内を行うよう徹底させ、地元に迷惑をかけないように進めていきます。 

 

委員 硫化水素が問題になっているが、甲賀市内で硫化水素が発生している箇所が

あるのか。また、それに対してどのような対策がされているのか。 

 

事務局 

 

硫化水素は、汚水管内で落差により汚水が暴れる場所で発生しやすく、硫酸が

発生してコンクリートを腐食させる原因となります。 

  下水道法に基づき、発生要因のある箇所は５年に一度の点検を徹底して実施し

ています。また、埼玉県八潮市の道路陥没事故を受け、緊急で腐食が進行してい

る箇所の再確認や新たな工事で硫化水素が発生しやすい場所では、コンクリート

製マンホールをレジンコンクリート製にするなどの防食対策を進めています。 

 

委員 現在、市内で硫化水素が常時発生しており、薬剤を投入しているような場所はあ

るのか。また、ポンプで圧力をかける箇所など、対策が常時とられているところがあ

るのか教えてほしい。 

 

事務局 

 

薬剤等による硫化水素対策は、現在のところ市内では実施していません。 

ただし、昨年度の点検で腐食が確認された部分については、今年度、防食工事 

を実施していく予定です。これを毎年繰り返して対策を進める計画です。 

 

委員 １点目は資料の収支計画は令和１６年までだが、どこかの時点で料金改定がさ

れる前提か。もしそうなら、それはいつを想定しているのか。 

２点目は資料２の２４ページ、農業集落排水事業の「その他」の費用（処理場処

分手数料）が前年度比で約６，０００万円減少している一方、公共下水道の方で２,

３００万円増加している理由は何か。 

３点目は２８ページの収納率について、決算時点（３月３１日）と口座振替後の２

つの数字があるが、口座振替後の数字で比較する方が年間を通じての実態をより

正確に示し、本質的ではないか。 



 

事務局 １点目について収支計画は、前回の答申で示された２段階の料金改定案を基本

として、令和９年度と、令和１２年度に改定を見込んでおり、これが現状で最も早く

改定できる時期と考えていますが、今後の審議で時期の変更が検討されれば、計

画も修正します。 

２点目については、包括業務委託での組み換えや、今郷処理場を公共下水道

へ接続したことにより、１つ処理場が減ったためです。これにより、公共下水道の費

用は増加しています。 

  ３点目について口座振替後の数字で比較する方が、年間で見ると分かりやすい

というご意見は理解できます。次回以降の資料作成において、比較が分かりやす

いように改善を検討します。 

 

委員 

 

一般会計からの繰入金が１３億円とあったが、資料のどこで確認できるのか。２１

ページ、２２ページを見ると合計でも９億５千万円程度で、１３億円に満たない。 

 

事務局 複数の箇所の合算となりますが、令和６年度の実績値としては、資料２１ページ

の浸水対策事業収益の「雨水処理負担金」と営業外収益の「他会計補助金」、そし

て資料２２ページの営業外収益の「他会計補助金」を合計すると、約１０億４７０万

円程度となります。 

  さらに、資料３３ページの公共下水道の出資金と、農業集落排水の出資金を合

わせると、約１２億１，３００万円となります。 

  繰入額は、事業内容や年度によって変動するため、１３億円になる年やそれ以

下になる年もあります。 

 

事務局 

 

（質疑） 

―― 令和６年度一般会計浄化槽関係等決算について 

資料に基づき説明 
 

委員 公共下水道区域において「当分の間」整備が見込まれない区域とは、大体何年

くらいを想定しているのか。また、その「当分の間」の区域には、どれくらいの世帯が

あるのか。 

 

事務局 「当分の間」とは、およそ７年を想定しています。 

 世帯数について、市内の公共下水道整備は、信楽町の長野地区で令和８年か

ら１０年頃までを目標に進めており、大部分が解消される見込みです。 

未整備のまま残っている歯抜けの箇所もありますが、全体としてはほぼ整備が

完了している状況です。 
 

委員 公共下水道の対象区域外で浄化槽を整備する区域の対象になっている世帯数

や人口は、どのくらいか。 

 

事務局 集中浄化槽を使用している区域も含めると、６，０００人程度の見込みです。 



  

事務局 

 

（質疑） 

――  下水道使用料改定について 

資料に基づき説明 
 

委員 

 

３月に報告があった流域下水道負担金改定の話について、具体的に何年何月

から、値上げされるのか。 

 

事務局 流域下水道の新たな負担金は、来年度の４月からの予定です。 

また、改定状況は県と協議中であり、現時点では公表できません。 

 

委員 資料１の２１ページから２３ページにかけての経営比較分析表で、令和４年度ま

では経費回収率が高く汚水処理原価も安かったが、令和５年度に回収率が平均よ

り下がり、原価が高くなっている。令和５年度に何か経営状況を悪化させるようなこ

とがあったのか。 

 

事務局 主な要因は、広範囲に多くの施設を有しているため、費用が増加し、収入を上

回る状況になっていることです。 

  また、節水機器の普及や人口減少により、使用料収入が年々減少傾向にあり、

増収が見込みにくい状況です。 

  

会長 執行部より下水道使用料改定について再諮問の方向でスケジュール等の案が

提案されています。その方向で皆様方ご承諾いただけますか。 

 

（全員異議なし） 

事務局 

 

――  その他 

 

委員 

 

下水道接続の普及について、高齢者のみの世帯など、家庭の事情で接続が進

まないケースが多く見られる。このような状況に対して、何か良い普及対策は行わ

れているのか。 

 

事務局 経済的な事情などで接続が進まないことに苦慮しています。 

リフォーム補助金など他の補助と組み合わせることで接続を進めてもらえる可能

性もあるため、その時期に合わせて啓発活動をしています。 

  難しい問題ではありますが、今後も様々な対策を検討していきます。 

 

会長 他にご意見・ご質問もないようですので、本日の議事を終了いたします。 

 

 


